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七
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十
七
日
丁
巳
、
先
次
郎
左
衛
門
尉
政
宣
所
領
武
蔵
国
大
河
戸
御
厨

内
八
條
郷
、
賜
式
部
太
夫
重
清
、
但
地
頭
渋
江
五
郎
光
衡
者
、
如

本
所
可
安
堵
之
由
、
所
被
仰
下
也
、
相
州
・
前
大
膳
大
夫
被
加
下

知
云
々
、

十
七
日
　
丁
巳
、
先
次
郎
左
衛
門
尉
政
宣
が
所
領
武
蔵
国
大
河
戸

御
厨
の
内
八
條
郷
を
式
部
太
夫
重
清
に
賜
う
、
た
だ
し
地
頭
渋
江

五
郎
光
衡
は
、
本
所
の
ご
と
く
安
堵
す
べ
き
の
由
、
仰
せ
下
さ
る

る
と
こ
ろ
な
り
、
相
州
・
前
大
膳
大
夫
、
下
知
を
加
え
ら
る
と
云

々
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